
Fig. 1 Blue-shifts in plasmon 

spectra in scattering (a) and 

extinction (b) with losing activity in 

SERRS with SEF spectra (c).  
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【序】金属ナノ粒子 2 量体間隙ではプラズモン共鳴と吸着分子の共鳴との間の光子交換レートが

両共鳴の位相緩和レートを超えるため強結合状態が形成されている[1]。強結合状態では分子の励

起状態のエネルギーがプラズモンによって変調を受けて変化する[2]。従って、強結合系を利用し

た新規光化学反応等が期待されている[3]。その評価には強結合系の光吸収のスペクトル測定が必

要となる。単一金属ナノ粒子の光吸収スペクトル測定には光熱顕微分光が用いられてきた[4]。我々

は対物レンズの NA のみを変化させることで単一 2 量体の散乱・消滅スペクトルを測定しその差

から吸収スペクトルを評価可能とすることを試みた。 

【実験と計算】断面積の定量の為に直径 60, 80 ,100 nmの金ナノ

粒子を暗視野 (NA 0.6)と明視野(NA 1.3)で集光することで散乱・

消滅スペクトルを測定しMie散乱計算と比較した。銀ナノ粒子分

散液 (~10-10 M)/ローダミン 6G(~10-9 M)/NaCl (5 mM)の混合水溶

液をガラス基板上に滴下しレーザー光(532 nm)で SERRS 活性を

確認した後で散乱・消滅スペクトルを測定した。 

【結果と考察】Fig. 1は実験で得られたプラズモン共鳴の散乱ス

ペクトルと消滅スペクトルと SERRS スペクトルの時間変化であ

る。SERRS が失活するとプラズモン共鳴ピークが短波長化して

いることが分かる。散乱スペクトルの変化についてはプラズモン

共鳴と分子エキシトン共鳴との結合エネルギーの減少として解

析してきた[2]。今回、消滅スペクトルについてもこの解析を行

うことで強結合系の吸収スペクトルの知見を得る。ナノワイヤ

ー２量体間隙を用いたより安定したな計測も行う[5]。 
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